
理念と基本方針  

 

広島大学は、人類史上初めての原子爆弾が投下された

被爆地広島に 1949年に創設された国立の総合研究大学と

して、平和を希求する精神、新たなる知の創造、豊かな人

間性を培う教育、地域社会・国際社会との共存、絶えざる

自己変革、という理念５原則の下、世界から期待される役

割をたゆまず省察しつつ、自由で平和な国際社会を実現

し、人類の幸福に貢献することを使命とする。 

新しい平和科学の理念である「持続可能な発展を導く

科学」を実践する世界トップクラスの教育研究拠点を構

築し、地域社会と国際社会を繋ぐ知的拠点として、海外大

学の誘致や Town（地域住民や地方自治体）と Gown（大学）

が協働する「Town & Gown 構想」の展開により地方共創の

主役を担い、多様性を育む自由で平和な国際社会の実現

に貢献する「平和を希求しチャレンジする国際的教養人」

を育成する。 

 また、変動し続ける社会において、100 年後にも世界で

光り輝き続ける大学であるために、教育・研究・社会貢献・

医療・マネジメントのすべてで自主的・自律的な機能強化

及び未来への投資を図る。研究者の自由な発想に基づく

基礎研究を推進するとともに、地域から地球規模に至る

社会課題の解決、とりわけ SDGs（持続可能な開発目標）

の達成に向けて、カーボンニュートラルや Society5.0 等

の実現に資する取組を強化し、恒久平和と一人ひとりの

多様な幸せ（well-being）を実現するための新たな知と価

値を常に自己創成する。 

  

 

同基金を通じ、経済的な困難を抱える留学生に

対し支援を行い、安心して学業に専念できる環

境を整え、世界で活躍するグローバル人材 

の持続的な育成・輩出を目指す。 

 

詳細は公式ウェブサイト＞広島大学基金 

  

 

広島大学外国人留学生支援基金 

        へご支援のお願い 
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広島大学の教職員間の確かな情報共有を実現する 

2 月 4 日 

 
【連絡先】 

広島大学広報グループ 
739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 
TEL  ：082-424-4383 

FAX  ：082-424-6040 
Email：koho@office.hiroshima-u.ac.jp 広大通信 

今
年
４
月
か
ら
国
立
大
学
法
人
の
第
４
期
中

期
目
標
期
間
（
６
年
）
が
始
ま
り
ま
す
。 

こ
れ
に
合
わ
せ
て
第
４
期
中
期
目
標
期
間
に

お
い
て
本
学
が
進
む
べ
き
道
を
示
す
「
第
４
期

中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
広
島
大
学
の
あ
る
べ

き
姿
～
『
平
和
を
希
求
す
る
大
学
』
と
し
て
１

０
０
年
後
に
も
世
界
で
光
り
輝
く
た
め
に
～
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
若
手
教
職
員
や
部
局
等
構

成
員
、
経
営
協
議
会
学
外
委
員
な
ど
か
ら
広
く

い
た
だ
い
た
ご
意
見
も
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
は

じ
め
気
候
変
動
、
流
動
化
す
る
国
際
情
勢
な
ど
、

広
島
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
い
っ
そ
う
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。 

激
動
の
時
代
に
あ
っ
て
、
広
島
の
地
に
あ
る 

国
立
総
合
研
究
大
学
と
し
て
の
使
命
を
改
め
て 

 

見
つ
め
直
し
、
新
た
な
社
会
の
創
造
に
向
け
て

進
む
べ
き
道
（=

方
向
性
）
を
一
に
し
、
皆
さ
ん

と
共
に
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す 

本
学
は
理
念
５
原
則
の
下
、「
１
０
０
年
後
に

も
世
界
で
光
り
輝
き
続
け
る
大
学
」
を
目
標
に
、

自
由
で
平
和
な
国
際
社
会
を
実
現
し
、
人
類
の

幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使
命
に
掲
げ
て
い
ま

す
。 
 

広
島
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
第
４
期

中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
広
島
大
学
の
あ
る
べ

き
姿
」
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
「
あ
る
べ
き
姿
」
を

実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

広島大学公式ウェブサイト TOP＞ 

大学案内＞理念・ビジョンに掲載。 

２
月
１
日
、
東
広
島
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
の
場
所
が
黒
瀬
町
か
ら
広

島
大
学
構
内
（
南
第
４
駐
車
場
）
に

移
転
し
た
。
開
設
時
間
は
毎
日
11

時
か
ら
16
時
ま
で
。 

予
約
等
に
つ
い
て
は
東
広
島
市

Ｈ
Ｐ
を
確
認
。 

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置 

感染者急増中！ 

不織布マスク、手洗い、うがい、

黙食、換気など基本的な予防の

徹底を！！ 

 

 

広島大学 ビジョン 

 

広
島
大
学
は
東
広
島
市
と
共
同

し
、
学
生
・
教
職
員
等
を
対
象
と
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
職
域
接
種(

３
回
目)

を
実
施

す
る
。
予
約
方
法
な
ど
は
、
広
大
個

人
メ
ー
ル
へ
の
通
知
（
総
務
グ
ル
ー

プ
）
を
参
照
。 

参
照
。 

 

 

東
広
島
・
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
で 

職
域
接
種(

３
回
目)

を
実
施 

３回目接種期間 

 

【東広島キャンパス(西体育館)】 

３/１(火)～３/７(月) 

１０：００～１６：００ 

 

【霞キャンパス(霞体育館)】 

３/１５(火)～３/１６(水） 

１０：００～１６：００ 

 

※１、２回目の接種は不可  

 

3 が

3 月 

３月に 

 

 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/yakudou/kikin_international
https://www.hiroshima-u.ac.jp/about/philosophy/HU_4th_Term_Goals
https://www.hiroshima-u.ac.jp/about/philosophy/HU_4th_Term_Goals
https://www.hiroshima-u.ac.jp/about/philosophy/HU_4th_Term_Goals
https://www.city.higashihiroshima.lg.jp/kinkyu/kansensho_taisaku/kansensho/26744.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

                 

 

   

  

  

  

  

 

 

   

  

 

 

広
島
大
学
基
金
寄
附
者 

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

広大通信 2022 年(令和 4年)2月 4日（金） 

（
12
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
公
開
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ
い
た
方
を
掲
載
。 

給
与
控
除
に
よ
る
分
割
寄
附
の
方
は
、
初
回
控
除
の
時
の
み
掲
載
。) 

広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス 

２
月
の
放
送(

広
島
Ｆ
Ｍ)

 

 

広
島
Ｆ
Ｍ
放
送
の
番
組
「
大
窪
シ

ゲ
キ
の
９
ジ
ラ
ジ
」
の
「
広
島
大
学

ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
コ
ー
ナ
ー
に

本
学
教
職
員
や
学
生
が
出
演
中
。 

▼
２
月
７
日
（
月
）
南
優
希
・
北
原

の
ど
か
・
体
育
会
自
動
車
部 

▼
２
月
21
日
（
月
）
人
間
社
会
科
学

研
究
科
・
准
教
授
・
富
川 

光 

第
１
・
３
月
曜 

21
時
30
分
か
ら
10
分
程
度 

第 172 号 

◇
青
木 

義
和 

様 

◇
浅
野 

宏
國 

様 

◇
安
保 

由
美 

様 

◇
安
藤 

圭
吾 

様 

◇
石
田 

万
里 

様 

◇
石
田 

吉
樹 

様 

◇
井
上 

典
子 

様 

◇
今
田 

和
秀 

様 

◇
今
田 

美
知
子 

様 

◇
医
療
法
人
Ｓ
・
Ｒ
・
Ｃ.

 

中
光
整
形
外
科
リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

院
長 

中
光 

清
志 

様 

◇
医
療
法
人
エ
ム
・
エ
ム
会 

 

理
事
長 

白
川 

泰
山 

様 

◇
医
療
法
人
お
ち
眼
科
医
院 

 

理
事
長 

越
智 

温
子 

様 

◇
医
療
法
人
Ｋ
＆
Ｃ
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ 

 
 

理
事
長 

小
林 

健
二 

様 

◇
医
療
法
人
Ｋ
Ｏ
Ｃ
金
谷
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

理
事
長 

金
谷 

篤 

様 

◇
医
療
法
人
社
団 

い
で
し
た
内
科
・
神
経
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
理
事
長 

井
手
下 

久
登 

様 

◇
医
療
法
人
社
団
楓
会 

林
病
院 

 

理
事
長 
林 

淳
二 

様 

◇
医
療
法
人
社
団
慈
恵
会
い
ま
だ
病
院 

 

院
長 

大
杉 
健 

様 

◇
医
療
法
人
社
団
仁
慈
会 

 

理
事
長 

安
田 

克
樹 
様 

◇
医
療
法
人
社
団
ス
マ
イ
ル
博
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

理
事
長 

髙
杉 

啓
一
郎 
様 

◇
医
療
法
人
社
団
清
流
会 

 

理
事
長 

永
井 

賢
一 

様 

◇
医
療
法
人
社
団 

伯
瑛
会 

の
ぞ
み
整
形
外
科 

 

理
事
長 

金
田 

瑛
司 

様 

◇
医
療
法
人
社
団
マ
ッ
キ
ー 

 

理
事
長 

松
木 

啓 

様 

◇
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会 

 

理
事
長 

平
松 

廣
夫 

様 

   

◇
医
療
法
人
社
団
森
本
医
院 

 

理
事
長 

森
本 

忠
雄 

様 

◇
医
療
法
人
昭
和
原
田
整
形
外
科
病
院 

 

理
事
長 

原
田 

昭 

様 

◇
医
療
法
人
せ
い
ざ
ん
青
山
病
院 

 

院
長 

大
村 

泰 

様 

◇
医
療
法
人
ハ
ー
ト
フ
ル 

 

理
事
長 

天
野 

純
子 

様 

◇
医
療
法
人
明
笑
会 

 

理
事
長 

安
本 

正
徳 

様 

◇
植
原 

暢
哉 

様 

◇
大
木 

洋 

様 

◇
大
嶋 

里
子 

様 

◇
大
谷 

美
奈
子 

様 

◇
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社 

 

取
締
役
会
長 

佐
々
木 

直
義 

様 

◇
越
智 

光
夫 

様 

◇
梶
川 

博 

様 

◇
桂 

明
子 

様 
 

◇
株
式
会
社
紀
陽 

 

代
表
取
締
役
社
長 

寒
川 

起
佳 

様 

◇
株
式
会
社
総
合
広
告
社 

 

代
表
取
締
役
副
会
長 

坪
井 

高
義 

様 

◇
株
式
会
社
に
し
き
堂 

 

代
表
取
締
役
社
長 

大
谷 

博
国 

様 

◇
株
式
会
社
ニ
シ
キ
プ
リ
ン
ト 

様 

◇
株
式
会
社
日
本
ク
ラ
イ
メ
イ
ト
シ
ス
テ
ム
ズ 

 

代
表
取
締
役
社
長 

松
尾 

則
宏 

様 

◇
株
式
会
社
バ
ル
コ
ム 

 

代
表
取
締
役 

山
坂 

哲
郎 

様 

◇
株
式
会
社
や
ま
だ
屋 

 

代
表
取
締
役 

中
村 

靖
富
満 

様 

◇
河
村 

純 

様 

◇
河
村 

俊
一 

様 

◇
菅
尾 

伸
二 

様 

◇
木
田 

徳
司 

様 
◇
木
下 

良
子 

様 
◇
楠
橋 

康
広 

様 

◇
國
川 
美
智
子 

様 

   

◇
栗
尾 

重
德 

様 

◇
栗
栖 

史
匡 

様 

◇
児
玉 

晄
子 

様 

◇
小
林 

正
夫 

様 

◇
小
村 

育
弘 

様 

◇
坂
下 

勝 

様 

◇
佐
藤 

崇
文 

様 

◇
佐
藤 

利
行 

様 

◇
塩
本 

文
夫 

様 

◇
高
石 

雅
敏 

様 

◇
田
中 

純
子 

様 

◇
谷 

友
博 

様 

◇
戸
田 

正
弘 

様 

◇
戸
田
工
業
株
式
会
社 

 

取
締
役
社
長 

寳
來 

茂 

様 

◇
西
田 

修
実 

様 

◇
西
分 

翔
太 

様 

◇
猫
本 

宏
司 

様 

◇
野
田 

肇 

様 

◇
萩
原 

優 

様 

◇
原
田 

康
夫 

様 

◇
比
嘉 

進 

様 

◇
平
尾 

泰
保 

様 

◇
藤
井 

輝
久 

様 

◇
弁
護
士 

緒
方 

俊
平 

様 

◇
堀
田 

恵
司 

様 

◇
松
村 

正
輝 

様 

◇
三
宅 

信
弘 

様 

◇
村
上 

裕
一 

様 

◇
山
縣 

司
政 

様 

◇
横
崎 

元
男 

様 

◇
渡
邉 

俊
成 

様 

 

行事カレンダー（２月～４月） 

２月 ９日(水) 学年末休業（～３/31） 

２月 15 日(火) 教育研究評議会  

２月 25 日(金) 一般選抜（前期日程） 

～26 日(土) 

３月 ８日(火) 合格者発表 

教育研究評議会 

３月 12 日(土) 一般選抜（後期日程） 

～13 日(日)  

【
大
学
間
国
際
交
流
協
定
】 

◆
ザ
ン
ビ
ア
大
学
（
ザ
ン
ビ
ア
） 

／
令
和
３
年
12
月
22
日 

 

【
部
局
間
国
際
交
流
協
定
】 

◆
人
間
社
会
科
学
研
究
科
／
東
南 

ア
ジ
ア
教
育
大
臣
機
構
幼
児
教
育 

・
保
育
・
子
育
て
支
援
地
域 

セ
ン
タ
ー
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
／ 

令
和
３
年
10
月
１
日 

◆
放
射
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
／ 

 

パ
リ
・
サ
ク
レ
―
大
学
オ
ル
セ
ー 

分
子
科
学
研
究
所(

フ
ラ
ン
ス)

／ 

令
和
３
年
11
月
22
日 

締結した協定 

３月 17 日(木) 経営協議会 

３月 20 日(日) 合格者発表 

３月 23 日(水) 学位記授与式  

４月 １日(金) 春季休業（～４/７） 

４月 ３日(日) 入学式 

４月 ８日(金) 第１ターム授業開始（～６/８） 

教
育
室
は
、
授
業
の
改
善
に
学
生
か
ら
の
声

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
１
月
31
日(

月)

か
ら
令

和
３
年
度(
第
４
タ
ー
ム)

授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
。
教
員
か
ら
学
生
へ
の
回
答
の

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
て
い
る
。 

回
答
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
教
員
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
に
期
待
す
る
学
生
も
多
い
た
め
、

先
生
方
に
は
、
教
員
の
コ
メ
ン
ト
入
力
へ
の
ご

協
力
も
お
願
い
し
た
い
。 

【学生による回答期間】 

１月３１日（月）～３月３１日（木） 

【教員によるコメント】 

４月１日（金）～４月１９日（火） 

 

【結果の公開】 

４月２０日（水） 

第
４
タ
ー
ム
授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
に 

ご
協
力
を
！


